
令和４年 春号京 都・城 陽 の 企 業 を 応 援 する 情 報 誌「 城 陽 カンパ ニー」

モ
ノ
は
「
人
」
が
つ
く
り
、

感
動
と
笑
顔
を
届
け
る
。
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国道24号４車線化

JR奈良線高速化・複線化

白坂テクノパーク
京都山城

新名神高速道路

北側区域

古川河川改修

サンフォルテ城陽

城陽JCT・IC

宇治田原IC

プレミアム・アウトレット
建設予定地

山城青谷駅
周辺整備

寺田駅
周辺整備

（都）東部丘陵線

城陽市役所

産業会館
（城陽商工会議所）

国道24号城陽井手
木津川バイパス

基幹物流施設等
建設予定地

長池駅

寺田駅

国道24号寺田拡幅事業

新青谷線

塚本深谷線

東部丘陵地青谷地区

東部丘陵地長池地区

（
仮
称
）

城陽SIC
（
仮
称
）

南城陽バイパス
（構想路線）

（
仮
称
）

久津川駅

城陽駅

近
鉄
京
都
線

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

山城青谷駅 国道307号

山城大橋 至 奈良

至 京都

富野荘駅

至 滋賀

木津川

24

24

307

24

鴻ノ巣山運動公園

城陽五里
五里の丘
（木津川
運動公園）

文化パルク
城陽

サンガタウン

LOGOS LAND

久津川古墳群

一休寺
８㎞（約20分）

浄瑠璃寺
29㎞（約40分）

奈良市役所
27㎞（約35分）

大阪市役所
42㎞（約45分）

学研都市（精華・西木津地区）
17㎞（約25分）

中部国際空港
148㎞（約100分）

名古屋港
113㎞（約70分）関西国際空港

84㎞（約70分）

城陽

名古屋

大阪 奈良
神戸

京都

石清水八幡宮
15㎞（約30分）

神戸市役所
70㎞（約65分）

伊丹空港
42㎞（約40分）

神戸港
69㎞（約55分）

京都舞鶴港
107㎞（約95分）

京都市役所
28㎞（約35分）

平等院
７㎞（約20分）

舞鶴

流れ橋と両岸
上津屋・浜台の
「浜茶」

至 大阪

至 奈良・和歌山
京奈和自動車道

名古屋市役所
125㎞（約100分）

　

城
陽
市
を
含
む
京
都
府
南
部
地
域
に

は
、
京
都
と
滋
賀
を
結
ぶ
「
京
滋
バ
イ
パ

ス
」、
京
都
と
大
阪
を
結
ぶ
「
第
二
京
阪

道
路
」、
京
都
と
奈
良
を
結
ぶ
「
京
奈
和

自
動
車
道
」
の
高
速
道
路
網
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
に
は
新
名
神

高
速
道
路
「
城
陽
～
八
幡
京
田
辺
間
」
が

開
通
し
、
令
和
６
年
度
に
は
新
名
神
高
速

基幹物流
施設等竣工

JR京都駅
まで

約22分
新名神開通
●京都市役所［約35分］●学研都市精華・西木津地区［約25分］
●奈良市役所［約35分］●大阪市役所［約45分］
●京都舞鶴港［約95分］

令
和
６
年
度

道
路「
大
津
～
城
陽
間
」の
開
通
及
び（
仮

称
）
城
陽
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
供
用
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
府
内

初
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
の
開
業
や
、
国
道
24
号
城
陽
井
手

木
津
川
バ
イ
パ
ス
の
整
備
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
東
部
丘
陵
地
青
谷

先
行
整
備
地
区
で
は
、
日
本
初

と
な
る
高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
に
直
結

し
た
専
用
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
が
接

続
す
る
基
幹
物
流
施
設
の
建
設

が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
関
西
圏

の
一
大
物
流
拠
点
と
し
て
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
城
陽
市
は

「
ヒ
ト
」、「
モ
ノ
」、「
情
報
」、「
サ
ー
ビ

ス
」
な
ど
が
行
き
か
う
ハ
ブ
都
市
と
な

り
、
大
交
流
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。
同
じ

エ
リ
ア
に
立
地
し
た
企
業
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
、
市
全
体
の
企
業
間
連
携

を
深
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
形
成

が
進
み
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
人
が
集

ま
り
、
城
陽
市
の
存
在
感
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
城
陽
市
の
技
術
を
担
う

「
技
能
功
労
者
」
と
「
優
秀
技
能
者
」
を

ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
城
陽
市
を
牽

引
し
て
い
く
元
気
な
企
業
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
城
陽
の
発
展
を
支
え
る

様
々
な
企
業
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

プレミアム・
アウトレット
開業

JR奈良線
複線化
令和５年（2023年）３月
○JR京都〜JR城陽間

令
和
４
年
度
末

名古屋
まで

約100分
神戸
まで

約65分

東部丘陵地
長池地区

7
開業予定

年令和

東部丘陵地
青谷地区

8
竣工予定

年令和
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❹城陽市技能功労者・優秀技能者表彰

大津〜城陽間

城
陽
が
、

変
わ
る
。

　
「
ご
り
ご
り
」
と
い
う
擬
音
語
か
ら
、
何
を
イ
メ
ー

ジ
し
ま
す
か
。
固
い
も
の
を
削
る
様
子
や
、
力
強
く
進

む
様
子
な
ど
を
想
像
す
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、「
わ
が
ま
ち
城
陽
」

の
こ
と
を
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
鉄
道
も
高
速

道
路
も
な
か
っ
た
そ
の
昔
、
京
都
と
奈
良
の
都
を
結
ぶ

奈
良
街
道
が
あ
り
ま
し
た
。
京
都
か
ら
五
里
、
奈
良
か

ら
五
里
と
双
方
の
真
ん
中
に
位
置
し
た
城
陽
は
「
五
里

五
里
の
里
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
交
通
の
要
衝
が
、
悠
久
の
時
を
経
て
、
今
ま
さ
に
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
耳
を
澄
ま
せ
ば
聞
こ

え
て
き
ま
せ
ん
か
。
城
陽
が
変
わ
る
「
ご
り
ご
り
」
と

い
う
音
が
。



5 4ジョーカン ジョーカン

奥田敏晴城陽市長

「
大
工
」
の

松
山
寿
一
さ
ん

　

47
年
と
い
う
年
月

を
か
け
技
術
を
培
わ

れ
、
木
材
に
加
工
す
る
た
め
の
目
印
を
つ

け
る
「
墨
付
け
」
と
い
う
技
術
を
有
し
、

一
戸
建
て
一
棟
を
一
人
で
建
て
る
こ
と
が

で
き
る
水
準
の
技
術
を
持
つ
職
人
で
あ
り
、

若
い
世
代
の
職
人
の
指
揮
を
取
り
、
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
野
菜
漬
物
工
」
の

森
隆
志
さ
ん

　

乳
酸
菌
の
特
性
を

熟
知
さ
れ
、
52
年
間
、

日
曜
・
盆
・
正
月
関
係
な
く
一
日
も
欠
か

さ
ず
ぬ
か
床
に
手
を
入
れ
技
術
を
磨
き
、

季
節
に
よ
る
気
温
、
湿
度
の
変
動
に
合
わ

せ
て
絶
妙
に
調
整
を
行
い
、
い
つ
食
べ
て

も
同
じ
味
に
な
る
よ
う
に
製
品
を
仕
上
げ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

次
世
代
の
優
秀
な
技
能
者
を
見
出
す
た

め
の
優
秀
技
能
者
表
彰
の
新
設
を
行
い
ま

し
た
。
対
象
は
30
歳
以
上
の
一
級
技
能
士

若
し
く
は
単
一
等
級
技
能
士
ま
た
は
、
こ

れ
ら
の
方
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
方
で

一
定
期
間
の
市
内
在
住
・
実
務
経
験
、
団

体
等
に
よ
る
推
薦
が
必
要
で
す
。「
技
能

士
」
と
は
、
技
能
検
定
試
験
に
合
格
し
た

人
に
与
え
ら
れ
る
国
家
資
格
で
、「
技
能

検
定
」
は
、
技
能
の
習
得
レ
ベ
ル
を
評
価

す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。
初
年
度
で
あ

る
今
回
は
、
多
様
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、

今
後
の
産
業
を
担
う
８
名
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
城
陽
市
技
能
功
労
者
・

優
秀
技
能
者
表
彰
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り

の
技
能
者
の
意
欲
を
高
め
、
市
の
産
業
全

体
が
よ
り
良
く
、
活
力
あ
ふ
れ
る
も
の
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
表
彰
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
製
茶
工
」
の

菊
岡
政
次
さ
ん

　

城
陽
で
50
年
近
く

茶
の
栽
培
に
取
り
組

ま
れ
、
茶
園
の
土
づ
く
り
、
茶
葉
の
被
覆

資
材
、
手
摘
み
に
よ
る
収
穫
ま
で
細
部
に

研
究
を
重
ね
ら
れ
、
最
高
級
の
茶
葉
か
ら

「
碾て

ん

茶
」
生
産
を
実
現
さ
れ
、
平
成
24
年

に
は
黄
綬
褒
章
、
令
和
２
年
秋
に
は
旭
日

単
光
賞
も
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

「
金
銀
糸
造
加
工
職
」

の
木
村
典
央
さ
ん

　

金
銀
糸
の
製
造
工

程
に
お
い
て
、
原
料

と
な
る
フ
ィ
ル
ム
や
和
紙
等
を
細
か
く
糸

状
に
裁
断
す
る「
マ
イ
ク
ロ
ス
リ
ッ
タ
ー
」

と
い
う
技
術
に
特
化
し
て
技
術
を
高
め
、

製
品
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
、
次
の
工
程

の
た
め
の
工
夫
も
さ
れ
て
、
業
界
の
発
展

に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
６
年
か
ら
開
始
し
た
、
技
能
功
労

者
表
彰
は
、
城
陽
市
内
に
お
い
て
、
永
く

同
一
の
職
業
に
従
事
さ
れ
、
特
に
優
れ
た

技
能
を
持
つ
30
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
、
60
歳
以
上
の
方
々
を
称
え
る
制
度

で
、
令
和
３
年
度
は
49
職
種
か
ら
55
職
種

に
対
象
職
種
を
拡
大
し
、
技
能
功
労
者
４

名
が
表
彰
さ
れ
、
城
陽
市
技
能
功
労
者
は

累
計
１
４
８
名
と
な
り
ま
し
た
。

　令和３年度の城陽市技能功労者・優秀技能者に対し、令和３年 11 月８日（月）に表彰式を行いました。
技能功労者は４名、優秀技能者は今回新たに８名が表彰され、表彰式には技能功労者３名、優秀技能
者８名の出席がありました。

城陽市技能功労者を表彰

城陽市技能功労者・優秀技能者表彰

令
和
３
年
度
か
ら
、優
秀
技
能
者
表
彰
を
新
設
し
、建
設
、造
園
、製
菓
、

理
容
、
友
禅
染
な
ど
、
８
名
の
優
秀
技
能
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

優秀技能者表彰を新設令和３年度
から

　技能功労者・優秀技能者の皆さまと対話し、皆
さまの卓越した技能が、城陽市の宝であることを
実感しました。皆さまがこれまで学んで鍛え上げ
られた技術、育成される後継者は城陽市に元気
と、笑顔をもたらします。自信と誇りをもってこ
れからもお仕事に励んでいただけるよう、和やか
で、あたたかなまちづくりに取り組んでまいります。

優
れ
た
若
い
技
能
を
讃
え
る

優
秀
技
能
者
表
彰
を
新
設

令
和
３
年
度
技
能
功
労
者
を
紹
介

匠
の
技
を
極
め
る

28
年
続
く
技
能
功
労
者
表
彰
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令和３年度

城陽市技能功労者

城陽市議会 谷議長　
　技術の革新と、技能功労者の皆さま
の永きにわたる技術の伝承を知ること
ができました。優秀技能者の皆さまと
共に後継者に技を受け継ぎ、それぞれ
の分野を導かれ、特産品においては６
次産業化に力を注がれる等、地域を発
展させていただくことを期待しています。

城陽市 今西副市長
　これからの城陽市には新しい施設等
ができ、まちのイメージも変化してい
きます。アウトレットには、インバウン
ド需要や新しいお客様にも期待してお
り、皆さまにもそのような機会を活かし
てご活躍いただきたいと考えています。

山城広域振興局農林商工部 西村部長
　皆さまのたゆまざる努力をうかがい
知り、先人、家族・職場など支えてこら
れた方や道具等への感謝の思いをお聴
きし、貴重な技術であると思いました。
 　その貴重な技術を継承し、発展させ
ていただくことが重要であると考えます。

城陽商工会議所 堀井会頭
　体力気力は加齢と共に低下が否めま
せんが、技能は蓄積であり、簡単には
衰えません。磨き上げられた技術が正
当に評価されるには、自分にしかでき
ないモノづくり、ブランド化が必要と考
えています。今後も会議所は、技能者
の皆さまをサポートさせていただきます。

は気候風土に恵まれており、木津川の荒州は砂地で水はけ
がよく、茶栽培に適しています。茶の生産に欠かせない、
葉を覆うための「本ず」の作成は、市内にある障がい者支
援施設の南山城学園の方に、昔ながらの手作りで編んでい
ただいています。２種の抹茶「陽

よ う す

州の香
かおり

」は城陽の陽と荒
州の州を組み合わせ、「鷺

さ ぎ さ か

坂の昔」も地名から名付けてい
ます。現在、若い茶農家が、抹茶アイスクリーム開発など、
頑張っています。私はこれからも、お茶のある故郷の景観
を大切にしていきたいです。

　上津屋で 50 年近く茶の
栽培をしています。城陽市

製茶工

菊岡 政次さん

を糸状に裁断する工程です。金銀糸は市の伝統産業ですが、
最盛期から１/３程度に減り、後継者育成が喫緊の課題で
す。昔は、和紙に漆を塗り、金泊を貼って製造していまし
た。今は、機械や素材の発達で、より薄く、細くできます
が、非常に繊細なため、扱いには技術が必要です。金糸は
神社・仏閣・エンターテイメント各方面で活用され、テー
マパークの華やかなパレード衣装にも使われています。な
くてはならないものなので、どんどん後進の育成を進めて
いきたいです。

　私の金銀糸工場で行うの
は、ポリエステルフィルム

金銀糸製造加工職

木村 典央さん

城陽市
優秀技能者

城陽市技能功労者・優秀技能者表彰

令和３年度 ※五十音順に掲載しています。

※五十音順に掲載しています。

㈲木村マイクロスリッター

ず、細く、長く、「ぶれない」ということを心がけています。
漬物は、乳酸発酵の発酵食品です。健康面などから、一時
的にもてはやされ、流行って、すたれてという流れを繰り
返しているように思います。気がかりなことは、気候の変
動で野菜が高騰する事態が年々多くなっていることです。
私は米ぬかを用いて乳酸発酵させる昔からの手法を続けて
おり、今回はそれが認められたと感謝しています。現在は
卸売が中心ですが、今後は、息子と共に、自社の店舗を持
つことができたらと考えています。

　寺田新池に工場を構えて
います。周りに惑わされ

野菜漬物工

森　隆志さん

株式会社凪祥　
京漬物もり香蔵

関係であった現会長に声を掛けられ現在の会社で働くよう
になりました。仕事において最も大切にしていることは準
備で、段取りが悪いと作業が遅れるので非常に気をつけて
います。400 年前のお寺の改修などはとても思い出深い
仕事です。若い方に自分の培ってきた技術を伝える時は、
飲み込みが早い人もいればそうでない人もいるので、その
人に合った教え方を模索しており、自分が教えた人が長く
大工として活躍していることや、教えた人が上達してくれ
ることに喜びを感じます。

　若いころは長崎で修行し
ましたが、幼馴染のような

大工

松山 寿一さん

株式会社久保建築

　29歳で転職し、畳職人を始め、仕
事後４年間夜間に専門校に通いました。
同期が４人いましたが、皆廃業しており、
技能が仕事の安定に直結しないことや、
後進育成など、業界全体で考えるべき
課題があります。丁寧な仕事を心がけ、
お客様に喜ばれるよう、一級技能士と
して付加価値を追求したいです。

畳　工

向井畳店

向井 康朗さん

　両親が理容店を営んでおり、高校卒
業後、嵐山にある理容店で修業し、実
家を継いでいます。高い水準で技術が
判断される理容技術の競技会での入賞
を目指し、８時から19時の営業後、24
時ごろまで日々練習しました。若い方
に指導する立場になり、「仕事を好きに
なってもらう」ことを目標にしています。

理容師

リーブルタニ

谷　和孝さん

　着物文化は、日本人のものを大切に
する昔からの精神を表しています。染
色に使う刷毛の素材は鹿毛です。繊維
がストロー状で、スムーズに染料を吸っ
て、生地にのせられます。全て余さず、
鹿の身は食肉に、皮は工芸に、毛は刷
毛に、命をいただいてできた道具を長
く大切に使うよう心がけています。

染色仕上工

染色工房ヤマモリ

山森 美紀さん

　生まれも育ちも富野荘です。和菓子
は、祭事や生活、人に寄り添うものだと
考えています。人生の喜びや悲しみの
時、気持ちをのせて相手に伝えること
ができるような商品づくりを心がけてい
ます。シンプルな中にも深みのある、お
いしい製品を提供し、地域に愛される
お店を目指していきたいです。

菓子製造工

三隆屋

高橋 和巳さん

　平成元年から市内で造園業を営んで
おり、市の剪定等の委託事業にも携わ
らせていただいています。一級試験は、
2.5ｍ四方に、竹垣、つくばい等を配置
した作庭が課題です。組合で、試験の
ための技術指導も努めています。庭を
駐車場にするなど造園需要は減少傾向
ですが、技術を磨き、今後も頑張ります。

造園師

後藤造園

後藤 勇一さん

　17歳から住み込みで勤めました。今
の会社には32年お世話になっています。
お客様が笑顔で「きれいになった」と
言われると喜びを感じます。高層ビル
の外壁にタイルを貼る際は、仕上がり
後剥離したら大事故になるのでいつも
以上に緊張します。このような賞を頂け
ると思っていなくて嬉しいです。

タイル張工

久保タイル

久保 安弘さん

　「型枠」は建物の枠をコンクリートで
作成する工程です。私は、管理部門を
担っており、一級技能士や府技能検定
員としての知識を基に、現場の大工さ
んが仕事をしやすい環境を提供してい
ます。一層仕事に精進し、これまで育
てていただいた社長に感謝し、少しで
も恩返ししたいと考えております。

型枠工

有限会社石井工務店

植中　亮さん

　私は、現場の建設に携わっています。
城陽警察署新築の際は、職長を務めま
した。打放しコンクリートの仕上げで、
型枠を外した後がそのまま残りますの
で、非常に力が入りました。ベトナム人
の技能実習生を指導しており、彼らが
母国へ戻り、力を発揮できるよう育成に
努めています。

型枠工

有限会社石井工務店

大田 鋼平さん
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京都養鶏生産組合

山
城
青
谷

①美しいレモン色の黄身が特徴の穀産（左）、茶乃月（右）　②投光で卵の割れやヒビをチェック　③洗浄、殺菌、選別などほとんどの作業が自動化されたGPセンター内
④環境が整った平飼いの鶏舎　⑤令和２年７月に全面改装した直売所　⑥朝挽きの鶏肉も販売　⑦カンボジア、フィリピンの研修生を採用し、彼らの活躍の場も多い

　

城
陽
市
水
度
坂
に
西
田
養
鶏
所
を
創
業
し

た
西
田
武
史
氏
が
、
昭
和
59
年
に
城
陽
市
寺

田
奥
山
の
約
12
㌶
（
甲
子
園
球
場
３
倍
）
の

敷
地
に
大
規
模
養
鶏
場
を
開
場
し
、「
農
事

組
合
法
人
京
都
養
鶏
生
産
組
合
」
を
設
立
。

現
在
、
採
卵
鶏
４
万
羽
、
肉
用
鶏
１
万
羽
を

飼
育
し
、
産
み
た
て
の
新
鮮
な
卵
、
朝
挽
き

の
鶏
肉
、
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
９
月
、
台
風
21
号
の
直
撃
で
多

で
き
る
卵
を
、
欲
し
い
と
思
う
方
に
売
る
こ

と
を
決
意
し
、
様
々
な
卵
が
誕
生
し
た
。

　

京
た
ま
ご
「
穀こ

く
さ
ん産

」
は
、
玄
米
、
琵
琶
湖

の
外
来
魚
の
魚
粉
、
広
島
産
カ
キ
殻
な
ど
、

国
産
飼
料
を
与
え
た
純
国
産
「
も
み
じ
鶏
」

が
産
ん
だ
卵
。
卵
特
有
の
匂
い
が
抑
え
ら
れ
、

卵
の
味
を
堪
能
で
き
る
と
人
気
だ
。
パ
プ
リ

カ
な
ど
色
素
分
を
与
え
な
い
た
め
、
黄
身
が

美
し
い
レ
モ
ン
色
で
、
加
熱
す
る
と
白
く
な

り
、
ケ
ー
キ
や
料
理
に
使
え
る
と
料
理
人
も

高
く
評
価
す
る
。

　

京
た
ま
ご
「
茶ち
ゃ
の
つ
き

乃
月
」
は
、宇
治
茶
、ハ
ー

ブ
、
ゴ
マ
、
海
藻
な
ど
厳
選
し
た
素
材
を
食

べ
た
も
み
じ
鶏
が
産
ん
だ
卵
で
、
旨
味
と
コ

ク
が
あ
り
、
生
で
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
で
、

卵
か
け
ご
飯
に
最
適
で
人
気
と
か
。

　

平
成
17
年
「
ふ
る
さ
と
た
ま
ご
村
」
を
設

立
し
て
、
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン
。
レ
ス
ト
ラ

ン
や
和
洋
菓
子
店
な
ど
の
取
引
も
増
え
て
、

消
費
者
に
卵
を
直
接
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

ス
タ
イ
ル
が
完
成
し
た
。

　

過
去
に
ス
ー
パ
ー
に
卵
を
卸
し
て
い
た
が
、

価
格
優
先
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
西
田
代
表

は
、
自
分
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
お
す
す
め

　

武
史
氏
の
次
男
で
現
代
表
の
西
田
敏
氏
は
、

全
農
の
後
継
者
育
成
コ
ー
ス
で
学
び
、
留
学

し
て
ア
メ
リ
カ
・
ア
ト
ラ
ン
タ
州
の
大
規
模

養
鶏
場
で
実
践
を
積
ん
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大

学
で
は
聴
講
生
と
し
て
見
識
を
広
め
た
。

　

帰
国
後
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
活
か
し
て
自

ら
企
画
設
計
し
た
Ｇ※
Ｐ
セ
ン
タ
ー
が
平
成
13

年
に
完
成
。
鶏
が
産
ん
だ
卵
は
自
動
で
集
卵

さ
れ
、
エ
ア
ブ
ロ
ー
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
虫
や

埃
を
防
ぎ
な
が
ら
、
コ
ン
ベ
ア
で
セ
ン
タ
ー

に
運
ば
れ
る
。
最
初
に
次
亜
塩
素
酸
水
で
殺

菌
、
泡
洗
浄
装
置
で
洗
卵
。
次
に
投
光
で
透

か
し
た
卵
を
人
間
が
目
視
し
、
自
動
検
査
装

置
で
殻
の
ヒ
ビ
や
血
卵
を
確
か
め
、
合
格
し

た
卵
だ
け
を
サ
イ
ズ
ご
と
に
選
別
し
て
パ
ッ

ク
詰
め
す
る
。
投
光
の
チ
ェ
ッ
ク
以
外
、
全

て
自
動
で
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

く
の
鶏
舎
が
壊
れ
、
鶏
も
卵
を
産
ま
な
く
な

り
、
再
開
ま
で
３
ヵ
月
近
く
か
か
っ
た
。

「
よ
つ
葉
ホ
ー
ム
デ
リ
バ
リ
ー
を
は
じ
め
、

多
く
の
お
客
様
が〝
大
変
だ
け
ど
頑
張
っ
て
〟

と
待
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で

飲
食
店
の
皆
さ
ん
が
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
私
た
ち
も
飼
料
代
が
高
騰
し
て
い
て
大

変
で
す
が
、
値
上
げ
せ
ず
、
皆
さ
ん
を
応
援

し
た
い
」
と
語
る
西
田
代
表
。

　

今
後
の
未
来
を
考
え
る
と
、
食
料
自
給
率

ア
ッ
プ
が
重
要
で
、
休
耕
地
で
飼
料
米
の
栽

培
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
飼
料
の
国
産
化
は

そ
の
一
環
だ
と
か
。
お
互
い
が
思
い
や
る
社

会
の
実
現
の
た
め
に
、
美
味
し
い
京
た
ま
ご

を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

お
互
い
を
思
い
や
る
社
会
を
養
鶏
か
ら

米
国
留
学
経
験
で
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
設
立

欲
し
い
方
に
売
り
た
い
こ
だ
わ
り
の
卵

養
鶏
を
通
し
て
食
文
化
を
守
り
、食
料
自
給
率
ア
ッ
プ
を
目
指
す

京
た
ま
ご「
穀こ

く

さ

ん産
」「
茶ち

ゃ

の

つ

き

乃
月
」や
鶏
肉
、加
工
品
な
ど
、

養
鶏
場
か
ら
お
客
様
の
笑
顔
と
未
来
の
た
め
に

農事組合法人京都養鶏生産組合
［創業］ 昭和59年10月
［従業員数］19名
［資本金］1,000万円
［事業内容］

鶏卵、鶏肉、鶏糞の生産
［本社］

城陽市寺田奥山1-62
T E L 0774-55-2717

最新の厨房機器を導入し
た調理室で、卵を使った
加工食品の製造にも力を
入れている西田代表

たまご村でヤギを飼っていて
エサやりも体験もできる。子
ヤギも生まれて子どもたちに
人気

※GPセンター(Grading Packing Center)
卵を洗浄、乾燥、検査、計量、パック詰
めを行う工場

⑤④ ⑥ ⑦

① ② ③
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関西畳工業
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④ ⑥

談
に
の
っ
て
も
ら
え
、
一
般
的
な
家
具
な
ら
、

部
屋
の
中
で
移
動
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
共

働
き
で
夜
し
か
い
な
い
お
客
様
に
は
、
夜
７

時
に
畳
を
引
き
取
り
、
翌
日
の
夜
７
時
に
納

品
し
て
も
ら
え
る
。
ま
た
、
施
工
後
は
、
必

ず
丁
寧
な
掃
除
を
行
っ
て
い
て
、
お
客
様
ア

ン
ケ
ー
ト
で
届
い
た
多
く
の
感
謝
と
喜
び
の

声
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

の
交
渉
に
掛
け
合
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の
労
力

の
甲
斐
あ
っ
て
、
万
一
、
府
内
の
ど
こ
で
災

害
が
起
き
て
も
、
全
国
か
ら
畳
が
送
ら
れ
て

く
る
。

　

活
動
費
用
の
大
半
は
、
全
国
の
畳
店
が
そ

れ
ぞ
れ
負
担
し
て
い
る
。「
被
災
地
の
支
え

に
な
る
か
ら
、
関
西
畳
工
業
で
畳
を
入
れ
替

え
た
い
」
と
い
う
方
も
い
る
そ
う
で
、
少
し

ず
つ
活
動
の
認
知
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

熊
本
の
い
草
を
使
い
、
熊
本
地
震
の
支
援

な
ど
の
縁
か
ら
、
同
社
の
イ
ベ
ン
ト
に
「
く

ま
モ
ン
」
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
こ
と
も
。

関
西
畳
工
業
の
今
後
の
様
々
な
活
動
に
、
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

関
西
畳
工
業
は
「
５
日
で
５
０
０
０
枚
の

約
束
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
東
日
本
大
震

災
で
避
難
者
が
冷
た
い
床
の
上
で
過
ご
す
様

子
を
見
た
神
戸
の
畳
店
が
、
全
国
の
畳
店
に

呼
び
掛
け
、
自
然
災
害
が
起
き
た
被
災
地
に

５
日
で
５
０
０
０
枚
の
新
品
の
畳
を
届
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
の
口
永
良
部
島
・
新
岳
噴
火
で
、

屋
久
島
の
避
難
所
に
畳
を
届
け
、
平
成
28
年

熊
本
地
震
で
は
40
の
避
難
所
に
６
０
２
６
枚

の
畳
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
関
西
畳
工
業

は
畳
を
集
め
る
中
継
地
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

　

畳
を
届
け
る
に
は
、
事
前
に
行
政
と
の
防

災
協
定
の
締
結
が
必
要
。
京
都
府
と
も
防
災

協
定
を
結
ん
で
い
て
、
武
内
社
長
自
ら
、
そ

　

昭
和
18
年
、
22
軒
の
畳
業
者
が
集
ま
っ
て

京
都
大
丸
近
く
に
創
業
し
た
「
関
西
畳
工
業

株
式
会
社
」。
昭
和
39
年
に
京
都
市
伏
見
区

に
本
店
、
昭
和
63
年
に
城
陽
市
奈
島
に
本
社

を
移
転
し
、
畳
の
製
造
・
販
売
・
施
工
を
中

心
に
、
様
々
な
内
装
事
業
を
手
が
け
て
い
る
。

　
「
畳
を
替
え
た
い
け
ど
家
具
や
荷
物
が
多

く
て
」
と
の
相
談
は
多
い
そ
う
で
、
見
積
り

で
訪
問
し
た
と
き
に
部
屋
の
様
子
を
見
て
相

　

個
人
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
寺
院
、
神
社
、

公
営
住
宅
、旅
館
、料
理
店
、住
宅
メ
ー
カ
ー
、

建
築
会
社
な
ど
と
取
引
し
、
業
績
は
前
年
比

ア
ッ
プ
が
続
く
。
そ
の
理
由
は
、
お
客
様
の

要
望
を
第
一
に
心
が
け
た
仕
事
ぶ
り
に
あ
る
。

　

畳
表
を
新
品
に
す
る
「
畳
表
替
え
」、
表

裏
を
入
れ
替
え
る
「
畳
表
裏
返
し
」、
新
品

の
畳
を
作
る
「
新
調
」
な
ど
、
予
算
や
要
望

に
合
わ
せ
た
最
適
な
プ
ラ
ン
を
提
案
。
ま
た
、

熊
本
の
い
草
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
最
高
級
の

天
然
畳
表
か
ら
、
質
も
良
く
て
お
手
頃
価
格

の
中
国
産
、
ヘ
リ
の
な
い
琉
球
風
畳
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
応
じ
た
新
し
い

畳
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
全
て
の
畳
の
製
作
や
施
工
作
業

は
、
一
貫
し
て
自
社
で
行
い
、
一
級
畳
製
作

技
能
士
、
畳
ド
ク
タ
ー
、
安
全
衛
生
責
任
者
、

文
化
財
修
復
を
行
う
伝
統
畳
伝
承
者
な
ど
の

資
格
を
持
っ
た
職
人
が
手
が
け
て
い
る
。

一
級
畳
製
作
技
能
士
ら
が
手
が
け
る
畳

お
客
様
第
一
で
、感
謝
と
喜
び
の
声
も

５
日
で
５
０
０
０
枚
の
畳
を
被
災
地
へ

伝
統
産
業
、和
文
化
、い
草
農
家
を
守
る
、畳
の
職
人
集
団

合
掌
の
精
神
で
畳
文
化
を
守
り
、流
行
も
発
信
。

被
災
地
に
新
品
の
畳
を
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

関西畳工業株式会社
［創業］ 昭和18年3月
［従業員数］21名
［資本金］5,000万円
［事業内容］

畳製造販売請負、畳修理加工、
敷物、い草製品の販売、襖、障子

［本社］城陽市奈島下ノ畔20-2
T E L 0774-53-5600

代表取締役の武内秀介社長。
（左）昭和40年代の市電吊革広告、

昭和50年代の阪神対巨人戦のナイ
ター戦で放送された「合掌マーク」
の TVＣＭで馴染みの方も多いとか

③①

⑤

②

①②一級畳製作技能士や畳ドクターなど資格を持った畳のプロが責任を持って製作している　③畳職人の技が再現できる最新の機器を導入している　④畳製作の順番に合わせ
て機械や設備が配置された工場内　⑤関西畳工業のイベントには度々くまモンが登場　⑥畳関連グッズも豊富に扱い、楽天市場やYahooでも販売し、畳の注文も受けつけている

関
か ん さ い

西畳
た た み

工
こ う ぎ ょ う

業株式会社 農
の う じ

事組
く み あ い

合法
ほ う じ ん

人 京
き ょ う と

都養
よ う け い

鶏生
せ い さ ん

産組
く み あ い

合
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Ｊ
Ｒ
奈
良
線

24
城陽署

城陽市役所

杜若園芸

⑤

久
津
川

近
鉄
京
都
線

京都
きづ川病院

24

ナプラス

五百木部長（左）、岩見悦明社長（中央）、岩見俊孝専務（右）

な
ど
の
池
の
管
理
も
任
さ
れ
て
い
て
、
新
た

な
依
頼
も
続
い
て
い
る
そ
う
だ
。

「
全
て
自
社
ス
タ
ッ
フ
で
実
行
す
る
の
で
、

ス
タ
ッ
フ
は
や
り
が
い
を
持
っ
て
仕
事
に
取

り
組
め
、
若
い
世
代
も
育
っ
て
き
て
い
る
」

と
岩
見
社
長
。

　

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
寄
せ
植
え
教

室
、
ハ
ス
の
実
を
使
用
し
た
蓮
麺
、
ハ
ス
の

葉
か
ら
は
京
の
蓮
美
茶
、
ハ
ス
の
蕾
か
ら
抽

出
し
た
化
粧
品
の
開
発
・
販
売
な
ど
、
若
い

世
代
の
意
見
を
採
用
し
、
多
面
的
に
事
業
展

開
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
新
た
な
事
業
に

期
待
が
高
ま
る
。

　

生
産
直
売
店
で
は
、
水
生
植
物
、
ハ
ス
、

ス
イ
レ
ン
、
メ
ダ
カ
用
水
草
、
品
種
メ
ダ
カ
、

水
鉢
、
ガ
ラ
ス
容
器
な
ど
、
ビ
オ
ト
ー
プ
や

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
の
商
品
が
多
く
並
ん
で
い
る
。

メ
ダ
カ
の
飼
育
方
法
の
助
言
は
も
ち
ろ
ん
、

水
辺
庭
園
の
設
計
施
工
、
水
槽
設
置
の
相
談

に
も
応
じ
て
く
れ
る
。
通
販
シ
ョ
ッ
プ
も
好

調
で
、
全
国
の
フ
ァ
ン
か
ら
支
持
を
得
て
い

る
。

　

寺
院
や
企
業
か
ら
、
池
の
管
理
の
相
談
も

多
く
、
永
観
堂
、
西
宮
神
社
、
京
都
迎
賓
館

　

平
成
２
年
、
良
三
氏
の
長
男
で
現
社
長
の

岩
見
悦
明
氏
が
後
を
継
ぎ
、
仕
入
れ
た
ス
イ

レ
ン
の
販
売
を
開
始
。
全
国
の
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
営
業
を
か
け
多
く
の
引
き
合
い
を
得

た
。
高
ま
る
需
要
か
ら
多
種
の
水
生
植
物
を

栽
培
し
は
じ
め
る
。
更
に
、
そ
こ
ま
で
普
及

し
て
い
な
か
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、

通
信
販
売
も
行
う
。
お
客
様
の
直
接
の
声
を

聞
く
た
め
だ
。
な
ぜ
購
入
す
る
の
か
よ
く
わ

か
っ
た
。
メ
ダ
カ
の
飼
育
の
為
で
あ
る
。
す

ぐ
に
、
メ
ダ
カ
が
喜
び
そ
う
な
水
草
を
栽
培

し
販
売
す
る
と
喜
び
の
声
が
広
が
っ
た
。

　

水
生
植
物
の
可
能
性
へ
の
挑
戦
は
、
岩
見

社
長
が
、
東
京
農
業
大
学
の
教
授
か
ら
「
日

本
に
水
生
植
物
専
門
業
者
は
な
い
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
は
専
門
会
社
が
あ
る
」
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
助

言
を
受
け
た
岩
見
氏
は
オ
ラ
ン
ダ
に
渡
っ
た
。

ど
の
企
業
も
ア
ジ
ア
で
栽
培
し
て
い
る
こ
と

を
知
る
と
、
タ
イ
に
行
き
、
す
ぐ
に
自
社
農

場
を
設
立
。
現
在
、
こ
の
農
場
は
現
地
に
譲

渡
し
て
い
る
が
、
実
績
を
基
に
、
タ
イ
の
み

な
ら
ず
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
水
草
や
関
連
商
品
の
輸

入
を
行
っ
て
い
る
。

　

５
０
０
種
類
を
超
え
る
水
生
植
物
を
生
産

か
ら
販
売
ま
で
、
一
気
通
貫
し
て
行
っ
て
い

る
。
更
に
、
寺
院
や
神
社
、
公
共
施
設
等
の

池
の
管
理
や
修
景
改
善
な
ど
を
手
が
け
る
、

日
本
初
の
水
生
植
物
総
合
提
案
会
社
の
「
株

式
会
社
杜
若
園
芸
」。
個
人
愛
好
家
か
ら
専

門
店
、
量
販
店
と
全
国
様
々
な
要
望
に
応
え

て
い
る
。

　

昭
和
25
年
、
城
陽
の
豊
か
な
湧
水
に
着
目

し
た
岩
見
良
三
氏
が
、
カ
キ
ツ
バ
タ
や
花
菖

蒲
を
栽
培
し
は
じ
め
た
。
そ
の
後
、
電
照
栽

培
に
成
功
し
、
日
本
で
初
め
て
冬
場
の
出
荷

を
実
現
。
昭
和
38
年
、「
杜
若
園
芸
」
を
創

業
し
、
城
陽
が
花
菖
蒲
の
産
地
に
な
る
こ
と

に
貢
献
し
た
。

特
別
電
照
栽
培
で
冬
に
カ
キ
ツ
バ
タ
を

カ
キ
ツ
バ
タ
か
ら
メ
ダ
カ
と
水
生
植
物

自
社
ス
タ
ッ
フ
が
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

癒
し
、や
す
ら
ぎ
、健
康
を
提
供
す
る
水
生
植
物
総
合
提
案
会
社

株式会社杜若園芸
［創業］昭和38年4月
［従業員数］50名
［事業内容］

水生植物生産販売、農産物加工
販売。水辺緑化設計・施工・管理

［住所］
城陽市寺田庭井108-1
T E L 0774-55-7977

①西宮神社の庭園の池を管理　②永観堂御用達会の一員として池の管理などを任されている　③ハウスをはじめ、城陽市内各所で500種以上の水生植物を栽培している
④公式YouTubeチャンネルでは水生植物の様々な情報を発信　⑤⑥若い世代が情熱とやりがいを持って水生植物の栽培に取り組んでいる

④

① ③②

　

草
原
で
両
手
を
広
げ
た
女
の
子
を
プ
リ
ン

ト
し
た
ご
み
収
集
車
が
、
城
陽
市
内
を
駆
け

巡
る
。
家
庭
か
ら
出
る
燃
や
す
ご
み
、
プ
ラ

マ
ー
ク
製
品
、
空
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

紙
パ
ッ
ク
な
ど
を
令
和
３
年
か
ら
市
の
委
託

で
回
収
し
て
い
る
「
株
式
会
社
ナ
プ
ラ
ス
」。

　

ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
か
ら
出
る
事
業
系
ご

み
を
回
収
す
る
中
谷
商
事
を
、
中
谷
延
幸
氏

が
昭
和
49
年
に
起
業
し
た
の
が
始
ま
り
。
平

成
７
年
に
法
人
化
、
平
成
14
年
に
株
式
会
社

ナ
プ
ラ
ス
を
設
立
し
、
延
幸
氏
の
実
娘
で
あ

る
藤
井
恵
理
奈
氏
が
、
平
成
29
年
に
代
表
取

締
役
に
就
任
し
た
。

　

き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
な
ど
と
言
わ
れ
る

業
界
で
、
ナ
プ
ラ
ス
は
離
職
率
が
激
減
し
、

就
職
希
望
者
も
増
加
。
そ
の
理
由
は
平
成
29

年
か
ら
開
始
し
た
、
障
が
い
者
雇
用
に
あ
る

と
藤
井
社
長
は
語
る
。

「
障
が
い
の
あ
る
社
員
が
安
心
し
て
安
全
に

仕
事
が
で
き
る
環
境
を
整
え
た
ら
、
皆
の
安

心
安
全
に
繋
が
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。

さ
ら
に
業
務
を
標
準
化
す
る
と
、
障
が
い
者

も
女
性
も
高
齢
者
も
、
誰
も
が
様
々
な
仕
事

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

障
が
い
の
あ
る
社
員
は
、
出
社
す
る
と
大

き
な
声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
て
く
れ
る
。
み
ん
な
も
そ
れ
に
合
わ
せ

て
挨
拶
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
仕
事
の

内
容
や
注
意
事
項
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す

る
こ
と
で
、
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

一
人
ひ
と
り
が
、
や
り
が
い
と
喜
び
を
感

じ
て
働
く
こ
と
で
、
良
い
仕
事
が
で
き
て
、

会
社
の
評
価
が
高
ま
る
。
そ
れ
が
皆
の
満
足

に
繋
が
り
、
さ
ら
に
質
の
高
い
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　

小
さ
な
成
長
と
小
さ
な
評
価
を
積
み
上
げ

て
「
こ
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
」
繋
が
る
地
域

社
会
の
環
境
づ
く
り
の
実
現
を
、
ナ
プ
ラ
ス

は
目
指
し
て
い
る
。

ン
も
活
発
に
な
り
、
子
ど
も
の
急
病
で
帰
宅

す
る
人
の
仕
事
を
皆
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、

子
ど
も
の
学
校
行
事
の
参
加
で
有
休
を
取
る

た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
交
替
し
た
り
、
お

互
い
に
思
い
や
る
心
が
芽
生
え
て
、
職
場
が

温
か
な
雰
囲
気
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

　

あ
る
日
、
城
陽
市
役
所
に
市
民
か
ら
電
話

が
入
っ
た
。「
カ
ラ
ス
除
け
の
ネ
ッ
ト
を
き

れ
い
に
畳
ん
で
く
れ
た
」「
散
ら
か
っ
た
ご

み
を
き
れ
い
に
掃
除
し
て
く
れ
た
」。
こ
れ

ら
の
対
応
を
し
た
の
は
、
ナ
プ
ラ
ス
の
収
集

車
の
作
業
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
。

「
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
男
、
女
な
ど
個
性

の
違
い
を
受
け
入
れ
、
自
分
の
こ
と
も
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
ご
み
収
集

の
仕
事
の
現
場
で
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」
と
藤
井
社
長
。

①発泡スチロールをプラントに入れる仕事を障がいのある社員が担当　②③④不純物を除去・選別した発泡スチロールを粉砕・減容固化して高品質ポリスチレン原料が完
成。建材などで再利用される　⑤子育てや家事と両立して勤務する女性も多いとか　⑥⑦市内の家庭ごみの回収・運搬の一部をナプラスが担当し、高く評価されている　

やりがいと喜びを感じて仕事に取り組む社員・パートの皆さん。「障がい者の雇用は父の念願で、
私はそれを実行しただけです」と自重して話される藤井恵理奈社長

小
さ
な
評
価
が
、こ
ど
も
た
ち
の
未
来
へ

障
が
い
者
雇
用
で
社
内
が
明
る
く
活
発
に

ご
み
収
集
の
仕
事
ぶ
り
を
市
民
が
高
評
価

地
域
社
会
の
環
境
づ
く
り
を
考
え
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

誰
も
が
安
心
し
て
安
全
に
働
け
る
環
境
づ
く
り

お
互
い
に
思
い
や
る
心
が
、良
い
仕
事
に
つ
な
が
る

株式会社 ナプラス
［創業］昭和49年４月
［従業員数］45名
［資本金］1,150万円
［事業内容］一般廃棄物処理、産

業廃棄物収集・運搬・処分、廃棄
物再生等

［本社］城陽市久世荒内160番地2
T E L 0774-54-1007

④①

⑥

②

株式会社ナプラス 株式会社杜
と じ ゃ く

若園
え ん げ い

芸

⑤ ⑥

③

⑦

水
生
植
物
の
栽
培
・
販
売
、神
社
仏
閣
の
池
の
管
理
、自
社
産

の
ハ
ス
を
使
用
し
た
商
品
の
企
画
販
売
等
、多
面
的
事
業
展
開
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②

山
城
青
谷

ホリモク

307

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

①原木の表皮を剥がして大きくカットする製材機　②木材の表面を加工するモルダー機　③住宅の建材の横架材加工　④レーザー加工にて作成したコースター　
⑤⑥⑦京都御苑中立売休憩所　⑧京都府庁知事待合室　⑨京都府庁受付カウンター　⑩昨年度からふるさと納税の返礼品に出品中のまな板

　

京
都
府
産
木
材
認
証
制
度
に
登
録
す
る
取

扱
事
業
体
・
緑
の
事
業
体
で
構
成
さ
れ
る「
京

都
府
産
木
材
利
用
推
協
議
会
」
の
会
長
に
、

堀
井
社
長
が
平
成
19
年
に
就
任
し
た
。

　

京
都
府
は
、
府
内
産
木
材
の
利
用
を
促
す

た
め
に
、
京
都
府
の
様
々
な
施
設
の
木
質
化

を
協
議
会
に
依
頼
。
協
議
会
の
構
成
企
業
で

実
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
家
具
や
木
製
品
の

製
造
を
手
が
け
て
い
た
ホ
リ
モ
ク
が
京
都
府

庁
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
や
知
事
待
合
室
な
ど

を
担
当
し
、
高
い
評
価
を
受
け
た
そ
う
だ
。　

　

ま
た
、
京
都
御
苑
に
あ
る
中
立
売
休
憩
所

も
ホ
リ
モ
ク
が
手
が
け
た
。
工
事
で
伐
採
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
ケ
ヤ
キ
は
、
工
場
で
木
材

に
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ン
チ
、
イ
ス
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
休
憩
所
で
利
用
さ
れ
て
大
変

好
評
だ
と
か
。

　

こ
れ
ら
の
実
績
も
評
価
さ
れ
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
学
校
、
事
務
所
、
店
舗
、
居
宅
な

ど
か
ら
依
頼
が
相
次
ぎ
、
木
材
を
生
か
し
た
、

人
や
環
境
に
や
さ
し
い
木
質
空
間
を
次
々
に

創
造
。
今
後
の
事
業
の
柱
に
ま
で
成
長
し
て

い
る
そ
う
だ
。

建
築
現
場
で
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
木
材
メ
ー
カ
ー
へ
と
成
長
し
た
の
だ
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参

加
し
、
原
木
の
製
材
・
加
工
で
出
た
、
わ
ず

か
な
端
材
も
徹
底
し
て
活
用
。
お
が
屑
や
木

屑
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
に

な
り
、
ロ
ス
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
し
て
い
る
。

「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
働
く
環
境

の
改
善
に
木
質
空
間
が
役
立
て
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
若
い
世
代
も
育
っ
て
き
て
い
る
の

で
彼
ら
の
自
由
な
発
想
で
実
現
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
堀
井
社
長
。

　

時
代
を
変
化
さ
せ
る
ホ
リ
モ
ク
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

京都伝統工芸大学校から新卒者を家具職人として採用。新たな世
代を担う技術職や職人の人材育成にも力を入れている

　

明
治
32（
１
８
９
９
）年
に
、宇
治
茶
を
保

管
す
る
木
箱
を
堀
井
竹
次
郎
氏
が
製
造
販
売

し
た
こ
と
に
始
ま
る「
ホ
リ
モ
ク
株
式
会
社
」。

　

２
代
目
の
佐
一
郎
氏
が
製
材
機
を
導
入
し
、

木
造
家
屋
の
木
材
の
製
造
販
売
を
手
が
け
る

よ
う
に
な
り
、
昭
和
23
年
に
堀
井
製
材
所
を

設
立
。
昭
和
33
年
に
３
代
目
の
甚
逸
氏
が
所

長
に
就
任
し
、
高
度
経
済
成
長
で
発
展
す
る

住
宅
業
界
を
支
え
て
き
た
。

　

時
代
が
平
成
に
入
る
頃
、
住
宅
の
柱
や
梁は

り

を
工
場
で
カ
ッ
ト
し
て
、
継
ぎ
手
や
仕し

ぐ
ち口

を

加
工
す
る
プ
レ
カ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
さ
ら
に
海
外
か
ら
乾
燥
製
材
が
輸

入
さ
れ
、
工
期
短
縮
に
な
る
と
建
築
現
場
の

主
流
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

堀
井
製
材
所
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
に
、
平
成
６
年
ホ
リ
モ
ク
株
式
会
社

を
設
立
し
、
堀
井
誠
史
氏
が
社
長
に
就
任
。

こ
の
時
、
主
要
な
原
木
を
ア
メ
リ
カ
産
か
ら

京
都
府
産
材
に
切
り
換
え
た
。

　

そ
し
て
プ
レ
カ
ッ
ト
を
行
う
工
場
を
設
け
、

木
材
を
乾
か
す
大
型
の
乾
燥
機
や
、
木
材
の

表
面
を
加
工
す
る
モ
ル
ダ
ー
機
を
導
入
。
さ

ら
に
自
動
切
削
を
行
う
Ｎ
Ｃ
加
工
機
、
据
え

置
き
型
の
電
動
ノ
コ
ギ
リ
の
ス
ラ
イ
ド
ソ
ー

な
ど
、
積
極
的
な
設
備
投
資
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
製
材
、
乾
燥
、
加
工
、
取
付

ま
で
自
社
工
場
で
一
貫
生
産
で
き
、
様
々
な

製
材
、乾
燥
、加
工
等
一
貫
生
産
を
実
現

木
質
空
間
の
創
造
で
新
た
な
世
代
へ

京
都
御
苑
、府
庁
の
案
件
も
手
が
け
る

木
材
を
活
か
し
、
様
々
な
空
間
・
環
境
に
貢
献
す
る

京
都
府
産
の
原
木
か
ら
住
宅
建
材
を
作
り
、

環
境
や
健
康
に
配
慮
し
た
木
質
空
間
を
創
造
す
る

ホリモク株式会社
［創業］明治32年
［従業員数］22名
［資本金］1,000万円
［事業内容］一般建築用木材
（構造材・内装材・造作材等）

の仕入れ、販売。オーダー家具
の製造、木質空間の企画提案

［本社］
城陽市市辺五島84-2
TEL 0774-52-0032

②

久
津
川

近
鉄
京
都
線

京都
きづ川病院
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松原造園

①②新たにオープンする源氏の湯の作業の様子。何もない状態から大小様々な岩を並べて露天岩風呂を造り上げていく　③④松や竹などを植栽。庭の表情を決める重要な
作業で、位置決めにもしっかり時間をかける　⑤⑥個人宅の庭も数多く手がけている。窓越しに見える様子を計算してイメージイラストに起こし、造り上げている

できるだけスタッフに任せて経験を積ませながらも、自ら
シャベルや剪定ハサミを持って作業に勤しむ松原克弘社長

株式会社松原造園
［創業］ 昭和47年
［従業員数］12名
［資本金］4,000万円
［事業内容］庭園の造園・管理
［本社］

城陽市久世荒内305番地
T E L 0774-54-0400

⑥

株式会社松
ま つ ば ら

原造
ぞ う え ん

園 ホリモク株式会社
④①

⑤

② ③

⑧

⑨

⑩

⑥ ⑦

誰
も
が
笑
顔
に
な
る
、庭
園
造
り
を

　

植
木
職
人
に
18
歳
で
弟
子
入
り
し
た
会
長

の
松
原
春
生
氏
が
、
昭
和
47
年
23
歳
の
時
に

所
帯
を
持
ち
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
で
独
立
し

た
の
が
「
株
式
会
社
松
原
造
園
」
の
始
ま
り
。

資
金
も
得
意
先
も
な
か
っ
た
た
め
、
京
都
新

聞
の
二
行
伝
言
欄
に
「
庭
の
こ
と
、
承
り
ま

す
」
と
広
告
を
出
し
て
、
植
木
一
本
の
仕
事

で
も
手
を
抜
か
ず
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
。

　

一
級
造
園
施
工
管
理
技
士
、
一
級
土
木
施

工
管
理
技
士
、
一
級
造
園
技
能
士
、
街
路
樹

剪
定
士
、
農
薬
管
理
指
導
士
な
ど
、
社
員
全

員
が
何
ら
か
の
資
格
を
持
つ
こ
と
で
、
様
々

な
依
頼
に
応
え
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

　

松
原
社
長
は
高
校
卒
業
後
、
建
設
会
社
で

現
場
監
督
を
務
め
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
や
第
二

京
阪
道
路
な
ど
、
地
元
で
の
大
き
な
土
木
工

事
に
携
わ
っ
て
き
た
経
歴
を
持
つ
。
そ
の
時

の
経
験
か
ら
、
施
主
様
に
安
心
し
て
お
任
せ

い
た
だ
い
て
、
責
任
あ
る
仕
事
を
完
遂
す
る

に
は
様
々
な
知
識
と
資
格
が
必
要
に
な
る
と
、

自
ら
は
も
ち
ろ
ん
ス
タ
ッ
フ
に
も
学
ぶ
機
会

を
設
け
た
。

　

ひ
た
む
き
な
仕
事
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
て
、

施
主
さ
ん
か
ら
の
紹
介
や
、
建
設
会
社
な
ど

の
新
た
な
依
頼
が
入
り
、
職
人
も
増
え
て
き

た
た
め
、
昭
和
54
年
に
法
人
化
し
た
。

　

行
政
の
大
き
な
仕
事
も
増
え
、
当
時
の
城

陽
市
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
木
津
川

堤
防
の
桜
づ
つ
み
の
造
園
工
事
を
無
事
に
や

り
遂
げ
た
こ
と
を
機
に
、
後
進
に
譲
る
こ
と

を
決
定
。
平
成
23
年
、
長
男
の
松
原
克
弘
氏

が
代
表
取
締
役
に
、
次
男
の
諭
氏
が
専
務
取

締
役
に
就
任
し
た
。

木
津
川
堤
防
の
桜
づ
つ
み
の
造
園

技
を
磨
き
、資
格
を
持
っ
た
職
人
を
育
成

先
代
の
技
と
情
熱
を
受
け
継
ぎ
、大
胆
で
力
強
く
、繊
細
さ
を
表
現

岩
、樹
木
、土
な
ど
で
造
り
上
げ
る
自
然
美
の
空
間
。

観
る
者
の
心
を
癒
し
、永
遠
に
残
る
庭
園
づ
く
り
を

　

諭
専
務
が
公
共
工
事
を
、
克
弘
社
長
が
個

人
宅
や
寺
院
、
飲
食
店
な
ど
の
庭
園
や
外
構

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
分
担
し
て
仕
事

に
努
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
１
０
０
を
超
え
る
庭
造
り
を

手
掛
け
て
き
た
が
、「
宇
治
天
然
温
泉 

源
氏

の
湯
」
は
松
原
造
園
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
。

「
熊
本
・
阿
蘇
の
黒
川
温
泉
の
よ
う
に
し
た

い
」
と
の
要
望
を
受
け
、
施
主
さ
ん
と
一
緒

に
温
泉
宿
を
泊
ま
り
渡
っ
て
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
た
そ
う
だ
。

「
庭
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
テ
ー
マ
を
共
有
す
る

た
め
に
図
面
は
描
き
ま
す
が
、
全
く
そ
の
通

り
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
買

い
集
め
た
石
や
木
な
ど
の
材
料
を
そ
の
時
、

そ
の
場
所
に
合
わ
せ
て
形
を
造
っ
て
い
き
ま

す
。
答
え
の
な
い
正
解
を
求
め
る
た
め
、
全

く
進
ま
な
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
任
せ
て
下

さ
っ
た
施
主
さ
ん
や
、
露
天
風
呂
で
庭
園
を

眺
め
て
癒
さ
れ
る
お
客
様
の
様
子
を
思
い
浮

か
べ
て
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と

松
原
社
長
。

　

こ
の
仕
事
は
高
く
評
価
さ
れ
、
今
春
に
精

華
町
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
に
開
業
予
定
の

「
源
氏
の
湯
２
号
店
」
の
露
天
風
呂
や
造
園

工
事
を
松
原
造
園
に
任
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
で
遠
方
か
ら
の
依
頼
が
増

え
て
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
、

新
名
神
高
速
道
路
が
全
線
開
通
す
れ
ば
ア
ク

セ
ス
も
良
く
な
り
、
遠
方
か
ら
の
依
頼
に
も

応
え
ら
れ
る
と
意
気
込
む
。
多
く
の
依
頼
に

応
え
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に
若
手
職
人
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
そ
う
だ
。

⑤ ⑥⑤④

① ② ③
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「
宇
治
茶
の
こ
と
は
、治は

る

さ
ん
に
聞
か
ん
と
」

　

幾
度
と
な
く
そ
の
名
を
耳
に
し
た
「
株
式

会
社
も
り
た
園
」
の
代
表
取
締
役
で
日
本
一

の
茶
師
・
森
田
治
秀
さ
ん
。

　

治
さ
ん
の
携
帯
電
話
に
は
、
宇
治
茶
の

相
談
の
着
信
が
鳴
り
止
ま
な
い
。「
大
丈
夫
、

ま
か
せ
と
き
」
と
応
え
た
治
さ
ん
は
、
茶
葉

を
選
定
す
る
調
合
室
へ
向
か
っ
た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
の
ス
イ
ー
ツ
の
監
修
、
有
名
洋

　

茶
葉
に
は
旨
味
、
甘
味
、
渋
味
、
苦
味
の

個
性
が
あ
り
、
茶
葉
を
選
ん
で
合ご

う
ぐ
み組

（
ブ
レ

ン
ド
）
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
求

め
る
味
を
作
る
の
が
、
茶
師
の
仕
事
だ
。

　

治
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
親
戚
の
宇
治
の

茶
問
屋
に
就
職
。
昼
休
み
に
唎き
き
ち
ゃ茶

を
し
て
い

た
様
子
を
見
て
い
た
周
囲
の
勧
め
で
茶
か
ぶ

き
（
茶
審
査
技
術
競
技
会
）
に
出
場
す
る
と
、

地
区
予
選
、
京
都
府
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
全

国
大
会
で
は
「
初
出
場
19
歳
最
年
少
で
初
優

勝
」
に
輝
い
た
。
ま
た
、
昭
和
56
年
、
平
成

４
年
に
全
国
優
勝
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
、
茶
審
査
技
術
九
段
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

24
歳
の
と
き
、
勤
め
な
が
ら
現
在
の
場
所

に
自
分
の
店
を
持
ち
、
昭
和
61
年
に
独
立
し
、

茶
問
屋
と
し
て
活
動
を
始
め
た
。
令
和
４
年

で
茶
師
に
な
っ
て
51
年
を
数
え
る
が
、
今
も

そ
の
時
に
出
会
う
一
葉
の
味
を
大
切
に
し
て
、

茶
づ
く
り
に
精
進
し
て
い
る
そ
う
だ
。

①一煎目の茶の水色と茶葉の色を見る　②茶葉の香りを確かめる治さん　③後継として治さんの右腕で活躍する長男の森田秀樹さん　④一煎目、二煎目の味、色、香りを
比較　⑤⑥合組した茶葉は注文に応じて自社で少量ずつ袋詰めする。大量に詰める時のために自動封入装置を導入された　⑦治さんが合組した茶葉

煎茶「童仙房」100ｇ1,620円
抹茶「泉東の昔」30ｇ2,160円

店頭ではもりた園の宇治茶、宇治抹茶など様々なお
茶を買うことができる。ネット販売もあるが、遠方
から直接買いに来られる方もいらっしゃるとか

　

12
客
の
茶
碗
が
２
列
に
整
然
と
並
び
、
奥

の
６
客
の
茶
碗
に
茶ち
ゃ
こ漉

し
が
の
っ
て
い
た
。

茶
農
家
や
卸
売
業
者
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
茶

葉
を
、
手
前
の
茶
碗
に
直
接
入
れ
て
、
湯
を

注
い
で
い
く
。
時
計
の
秒
針
が
過
ぎ
る
こ
と

１
分
半
、
湯
の
中
で
開
い
た
茶
葉
を
網
で
掬す

く

い
な
が
ら
、
香
り
を
確
認
し
て
い
っ
た
。

　

次
に
茶
碗
の
お
茶
を
、
茶
漉
し
が
の
っ
た

奥
の
茶
碗
に
い
れ
て
一
煎
目
の
お
茶
を
残
す
。

　

茶
漉
し
を
手
前
の
茶
碗
に
戻
し
、
お
湯
を

か
け
て
二
煎
目
の
茶
を
い
れ
た
。

　

最
初
と
同
じ
よ
う
に
茶
葉
の
香
り
を
確
認

し
、
茶
漉
し
を
外
す
と
、
水み
ず
い
ろ色
（
お
茶
の
色
）

を
見
て
か
ら
、
さ
じ
で
一
杯
ず
つ
掬す
く

っ
て
口

に
含
み
、
味
や
、
鼻
か
ら
抜
け
る
香
り
を
確

か
め
て
い
く
。

「
こ
れ
は
価
格
は
安
い
け
ど
、
味
も
香
り
も

い
い
ね
。
こ
い
つ
は
ち
ょ
っ
と
欠
点
が
多
い

か
ら
外
そ
う
か
。
こ
れ
と
、
そ
れ
を
合
わ
せ

た
ら
、
え
え
の
が
で
き
る
で
」
と
、
治
さ
ん

は
満
足
そ
う
に
そ
う
い
っ
て
笑
っ
た
。

菓
子
店
で
使
う
抹
茶
の
選
定
の
依
頼
、
ま
ち

の
お
茶
屋
さ
ん
の
茶
葉
の
相
談
も
、
分
け
隔

て
な
く
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
店
頭
に
買
い

に
来
ら
れ
た
お
客
様
に
も
気
軽
に
話
し
か
け

て
、
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
や
保
存
方
法

を
教
え
て
く
れ
る
。
す
べ
て
は
「
美
味
し
い

お
茶
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か
ら
。

　

治
さ
ん
は
、
今
日
も
笑
顔
で
お
茶
を
作
り

続
け
て
い
る
。

ど
ん
な
相
談
に
も
応
え
る
想
い

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
、茶
審
査
技
術
九
段

茶
葉
を
見
極
め
、美
味
し
い
お
茶
を
作
る

「
宇
治
茶
の
こ
と
な
ら
治
さ
ん
に
」と
信
頼
を
寄
せ
る

美
味
し
い
お
茶
を
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

茶
審
査
技
術
九
段
の
茶
匠
が
合
組
し
た
宇
治
茶

株式会社もりた園
［創業］昭和46年
［従業員数］７名
［資本金］1,000万円
［事業内容］宇治茶・宇治抹茶の

製造、卸、販売
［本社］城陽市富野堀口37

T E L 0774-52-1276

⑥②①

⑤

③ ④

⑦⑥

株式会社 もりた園
え ん

山
城
多
賀

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

24

307

山
城
青
谷

ワタキュー
セイモア
城陽工場

本社

　

城
陽
工
場
は
、
Ｂ
棟
の
完
成
時
に
託
児
所

が
開
設
さ
れ
、
城
陽
工
場
に
勤
め
る
方
の
１

歳
か
ら
満
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
預
か
っ
て

い
る
。
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
、
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
い
る
。
ま
た
東
日
本
エ
リ
ア
で
は
、

内
閣
府
管
轄
の
企
業
主
導
型
保
育
事
業
と
し

て
、
ワ
タ
キ
ュ
ー
保
育
ル
ー
ム
や
認
可
保
育

園
な
ど
を
運
営
。
社
員
や
グ
ル
ー
プ
社
員
の

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
も
利
用
で

き
、
大
変
好
評
だ
と
か
。

さ
ん
は
大
変
腰
の
低
い
方
で
、
お
客
様
、
仕

入
先
、
社
員
、
会
社
に
物
を
届
け
に
来
た
方

も
分
け
隔
て
な
く
、「
お
お
き
に
」「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
頭
を
下
げ
て
い
た
と

か
。
社
是
に
「
心
」
を
掲
げ
、
常
に
感
謝
の

気
持
ち
と
謙
虚
な
姿
勢
を
大
切
に
し
、
令
和

４
年
で
創
業
１
５
０
年
を
迎
え
る
。
４
月
に

は
最
新
機
器
を
備
え
た
り
ん
く
う
工
場
が
大

阪
に
操
業
開
始
予
定
で
、
日
本
の
医
療
・
福

祉
の
現
場
を
支
え
る
企
業
と
し
て
益
々
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。　

　

ワ
タ
キ
ュ
ー
グ
ル
ー
プ
の
基
礎
を
築
い
た

初
代
社
長
の
村
田
清
次
氏
と
そ
の
母
ハ
ル
エ

さ
れ
、
病
院
で
使
わ
れ
た
手
術
用
器
械
を
は

じ
め
、
セ
ッ
シ
・
カ
ン
シ
・
容
器
な
ど
の
鋼

製
小
物
、
注
射
器
、
カ
テ
ー
テ
ル
等
チ
ュ
ー

ブ
類
、
リ
ネ
ン
類
な
ど
、
手
術
や
治
療
で
使

わ
れ
た
医
療
用
器
材
を
工
場
内
で
洗
浄
・
滅

菌
し
て
い
る
。
医
師
も
患
者
さ
ん
も
安
心
し

て
手
術
に
臨
め
る
環
境
を
整
え
て
く
れ
る
と
、

高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
い
る
そ
う
だ
。

　

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
株
式
会
社
は
、

１
８
７
２（
明
治
５
）年
、村
田
久
七
氏
が
製

綿
業
を
営
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
、
１
９
６
２

（
昭
和
37
）年
に
は
病
院
基
準
寝
具
業
者
と
な

り
、
以
来
病
院
寝
具
リ
ー
ス
を
主
体
に
環
境

の
変
化
、
社
会
の
要
請
に
応
じ
て
、
食
事
の

提
供
業
務
、
滅
菌
業
務
、
院
内
清
掃
業
務
、

院
外
調
剤
薬
局
、
そ
し
て
施
設
内
や
在
宅
療

養
者
向
け
の
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
及
び
販

売
、
さ
ら
に
は
人
材
派
遣
業
、
建
物
の
設
計
・

施
工
等
、
主
に
医
療
と
福
祉
関
連
を
対
象
と

し
た
様
々
な
事
業
を
全
国
で
展
開
し
て
い
る
。

　

１
９
９
５（
平
成
７
）年
７
月
１
日
に
完
成

し
た
城
陽
工
場
で
は
、
ド
ク
タ
ー
の
白
衣
、

手
術
着
、
ナ
ー
ス
服
、
患
者
衣
、
タ
オ
ル

な
ど
を
洗
濯
、
消
毒
、
乾
燥
、
修
理
、
検
査
、

納
入
を
一
括
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
１（
平
成
23
）年
に
城
陽
工
場
Ｂ
棟

が
完
成
し
、
10
槽
連
続
式
洗
濯
機
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ

乾
燥
機
な
ど
最
新
設
備
を
導
入
。
１
日
最
大

白
衣
１
万
７
０
０
０
着
、
術
着
２
５
０
０
着
、

タ
オ
ル
１
万
４
０
０
０
枚
を
扱
い
、
京
都
、

大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
滋
賀
、
福
井
、
和
歌

山
の
約
２
０
０
０
の
病
院
の
白
衣
や
タ
オ
ル

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
担
っ
て
い
る
。

　

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
で
は
、
２
０
１
０

（
平
成
22
）年
か
ら
院
外
滅
菌
事
業
に
着
手
し
、

京
都
滅
菌
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
城
陽
工

場
Ｂ
棟
２
階
に
超
音
波
洗
浄
装
置
、
高
圧
蒸

気
滅
菌
器
、
Ｅ
Ｏ
Ｇ
滅
菌
装
置
な
ど
が
導
入

城
陽
工
場
に
京
都
滅
菌
セ
ン
タ
ー
を
設
置

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
サ
ポ
ー
ト

常
に
感
謝
の
気
持
ち
と
謙
虚
な
姿
勢
で

医
療
・
福
祉
の
あ
ら
ゆ
る
現
場
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

医
師
の
白
衣
、手
術
着
、ナ
ー
ス
服
等
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。

手
術
道
具
等
の
洗
浄
滅
菌
で
医
療
現
場
を
支
援
す
る

ワタキューセイモア株式会社
［創業］ 明治５年10月
［従業員数］17,176名（R3年６月）
［資本金］4,850万円
［事業内容］
リネンサプライ、医療福祉機器販
売、院内業務支援等

［城陽工場］城陽市奈島フケ37-6
T E L 0774-55-8851

［近畿支店］綴喜郡井手町大字
多賀小字茶臼塚12-2
T E L 0774-82-5101

託児所の様子1995 年 発 足のソフトテニス部で 1999 年からワタ
キューセイモアのクラブチームに。城陽工場に新たに
テニスコートを開設し、選手はトレーニングに励む

③①

⑥

②

①ポケット内のチェックをX線で自動で検査　②連続式洗濯機で大量の白衣やナース服を自動洗濯　③服によってプレス・たたみを手作業で行う　④トンネルフィニッシャー前に
手作業でハンガーにかける　⑤仕上がった服は自動で運搬　⑥⑦⑧⑨手術や治療で使った用具などを回収して、京都滅菌センターで消毒滅菌し、安心安全な治療を支えている

ワタキューセイモア株式会社 近畿支店 城陽工場

⑦ ⑨

⑧

④

⑤



　

現
在
、
本
市
で
は
、
新
名
神
高
速
道

路
の
令
和
６
年
度
の「
大
津
～
城
陽
間
」

開
通
に
向
け
、
高
架
橋
の
工
事
が
着
々

と
進
み
、
街
並
み
が
大
き
く
変
化
し
て

き
て
お
り
、（
仮
称
）
京
都
城
陽
プ
レ

ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
整
備
な
ど
、

さ
ら
な
る
本
市
の
活
性
化
に
向
け
た
大

規
模
な
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市
の
産
業
振

興
指
針
で
あ
る
「
京
都
城
陽
産
業
か
が

や
き
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
令
和
４
年
度
末
に

計
画
期
間
の
終
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
産
業
振
興
を
目
指
す
た
め
、

引
き
続
く
後
期
５
カ
年
の
計
画
策
定
に

向
け
、
取
組
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
、
市
制
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。
本
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、

「
希
望
あ
ふ
れ
る
城
陽
」「
誰
も
が
輝
い

て
い
る
城
陽
」、
そ
し
て
新
た
な
城
陽

「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
城
陽
」
の
実
現
に
向
け
、
す

べ
て
の
関
係
者
と
連
携
し
て
産
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
「
ジ
ョ
ー
カ
ン
」
第
６
号
で
は
、

こ
の
よ
う
に
大
き
く
飛
躍
す
る
城
陽
で

ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
の
皆
様

を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
掲
載
企
業

の
代
表
者
様
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
城
陽
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

今
後
と
も
本
市
の
産
業
振
興
施
策
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

京都・城陽の企業を応援する情報誌
城陽カンパニー　［令和４年春号］

［発行］城陽市まちづくり活性部
　　　  商工観光課☎ 0774-56-4018
城陽市寺田東ノ口16番地、17番地

［編集］城陽商工会議所
　　　  ☎ 0774-52-6866

［制作協力］ココロ株式会社

奥田敏晴城陽市長

城
陽
市
の
優
遇
制
度

城陽市企業立地促進条例

中小企業等経営強化法に基づく「先端設備等導入計画」の認定申請について

先端設備等導入計画の主な要件認定のメリット（令和４年３月現在）

企業立地補助金（京都産業立地戦略 21特別対策事業費補助金）

投下固定資産額等

新規府内常用雇用者数×右記単価

対 象

対象
地域

軽減
内容

対象
業種

設備取得額（土地を除く） 府内常用雇用者数

融資
利率 ※

資金
使途

融資
限度額

融資
期間

不動産取得税を最大 1/2 軽減します。

ものづくり産業等
集積促進地域※１

不動産取得税を最大 1/2 軽減  （不均一課税）※ 2

製造業・ソフトウェア業・
情報処理サービス業

工場 2,700 万円超 5 人以上
研究所・
開発拠点 5,000 万円超

特別金利 年1.2％

８億円 （ 障がい者 50 万円 / 人
正規雇用者 40 万円 / 人
その他 10 万円 / 人

× 10％（注）土地取得費は補助対象外です。補助率等

補助率等

交付限度額

交付限度額

措　置

対象施設
要　件

事業場等設置助成金 ○投下固定資産額（土地取得を除く）の100分の10以内の額
○限度額：3,000 万円

○固定資産税相当額（土地分除く）に次の率を乗じて得た額：
（第1年度）100分の75　（第2年度）100分の50　（第3年度）100分の25

○ 3 年間の交付額の上限：5,000 万円

○操業開始日の属する年度の翌年度以降 4 年間に 1 年以上継続し
て新たに雇用した城陽市在住従業員数に期間に定めのない雇用の
場合は 40 万円、障がい者の雇用の場合は 50 万円、その他の場
合は 10 万円を乗じて得た額

○ 4 年間の交付合計額の上限：3,000 万円

（※情報関連産業、自然科学研究所及び製造業に係る事業場等以外は 1,000 万円）

※ 1 ものづくり産業の集積の促進を図る必要があると認められる地域で、市町村長の申出に基づ
き、知事が指定した地域をいいます。 ※２ 土地及び建物を取得した者が、直接自らものづくり
の用に供する場合に対象となり、営業部門や本社部門は軽減対象外です。 ○ 過去に追徴課税等
を受けている企業は利用できない場合がありますので、必ずお問い合わせください。

※特別金利は補助金要件のほか、府内事業所の府内常用雇用者総数が増加する場合の設備融
資に適用されます。 ○ご利用にあたっては取扱金融機関の審査があり、希望に添えない場合があります。

（対象企業の府内事業所の府内
常用雇用者総数が増加すること）

操業支援助成金

雇用創出助成金

内　容
※ただし、京都産業立地戦略 21 特別対策事業費補助との重複は不可。

　市内の都市計画法上の準
工業地域、工業地域又は工
業専用地域及び市長が指定
する地域内に事業場等を移
転、新・増設する企業

※令和９年３月31日までに
指定申請して助成対象企
業の指定を受けた企業の
内、指定を受けた日の属
する年度から 4 年度以内
に事業場等の操業を開始
する企業

○情報関連産業、自然科学研究所の本店
及び事業場、製造業に係る本店

→敷地面積 500㎡以上取得もしくは賃借、
又は投下固定資産額等 5,000 万円以上
かつ地元新規雇用者数 1 人以上

○製造業に係る事業場及びその他の産業
で、市長が特に認める産業の本店及び
事業場

→敷地面積 500㎡以上取得もしくは賃借、
かつ投下固定資産額等１億円以上又は
地元新規雇用者数 1 人以上

対象要件対象地域及び対象者

府内常用雇用者数※１ 限度額※２

5〜９人の場合 0.5 億円
10〜19人の場合 1 億円
20〜49人の場合 1.5 億円

主な要件 計画期間 労働生産性 先端設備等の種類 計画内容

内　容 計画認定から
３〜５年間

計画期間において、基準年度
（※１）比で労働生産性が

年平均３％以上向上すること。
算定式（営業利益＋人件費＋減価
償却費）／労働投入量（※２）
※１直近の事業年度末
※２労働者又は労働者一人あたり
年間就業時間

・労働生産性の向上に必要な生産、
販売活動等の用に直接供される下
記設備

【減価償却資産の種類】機械装置、
測定工具及び検査工具、器具備品、
建物附属設備、ソフトウェア

・導入促進指針及び導入促進基本
計画に適合するものであること。

・先端設備等の導入が円滑かつ確
実に実施されると見込めるもので
あること。

・認定経営革新等支援機関（商工
会議所等）において、事前確認を
行った計画であること。

50〜99人の場合 2 億円※ 3

100〜299人の場合 3 億円※ 3

300〜499人の場合 6 億円※ 3

500人以上の場合 8 億円※ 3

※1. 府内常用雇用者とは、府内に住所を有し、かつ雇用保険の被保険者となっている常用雇用者をいいます。
　また、府内常用雇用者のうち府内他施設からの異動者を除いた者を新規府内常用雇用者といいます。
※2. 大規模投資や、円高時の輸出関連産業については、別途、特例限度額が適用されます。（事業所設置補助金のみ）
※3. 50人以上の区分を適用する場合における府内常用雇用者数については、府内他施設からの異動者は含みません。

事業所設置促進補助金

低利融資制度

不動産取得税の軽減ものづくり産業等
集積促進税制

府内常用雇用促進補助金

補助対象業種
補助対象要件

用地等面積 投下固定資産額等
（土地取得費除く） 府内常用雇用者数

製造業等
※製造業等
には製造業
類 似 事 業

（ 植 物 工 場
等）も含む。

工場
3,000㎡ かつ 3 億円 かつ 5 人

本社 （1,000㎡ 又は 1 億円）かつ 5 人
自然科学研究所 （1,000㎡ 又は 1 億円）かつ 5 人

情報関連産業
（コールセンターは除く）

（1,000㎡ 又は 5,000 万円）かつ 5 人

令和９年3月31日までに補助対象事業所としての指定を受けたもの

京都の特性を活かした企業
の立地にあっては

（例）・府内産の農産物を利用した食品製造 
・府内の大学との研究成果を活用した製品 
  製造など1,000㎡

種まき型
支援

（注）京都府内で事業所を移転・集約する場合は、別途要件があります。

→既存敷地内での増設の場合は、さらに下記のいずれかの要件を満たす必要があります。
現在の工場等が　①敷地面積30,000㎡以上 ②従業員200人以上 ③製造品出荷額50億円以上
京都府内本社企業の場合　④直近決算期売上高100億円以上

府内常用雇用者総数が増加しない場合は 1.7％
（金融情勢により変更する場合あり）

（当初 10 年間固定、11 年目以降は取扱金融機関が定める所定金利）

「京都産業立地戦略 21 特別対策事業費補助金」の
対象となる工場等の新設、増設

・工場等の新設、増設に必要な設備資金
　（土地、建物、機械、設備等の取得資金）

・操業に必要な運転資金

所要資金の 90％以内で
20 億円以内

（うち運転資金 1 億円以内）

（取扱金融機関）京都銀行、京都信用金庫、
京都中央信用金庫、京都北都信用金庫、商工組合中央金庫

・設備資金 20 年以内
　（据置期間 3 年以内）

・運転資金 7 年以内
　（据置期間 1 年以内）

京
都
府
の
優
遇
制
度

本市に所在している中小企業が 2026 年６月 27 日までに、労働生産性を一定程度向上させるため、本市の「導入促進基本計画」に基づき「先端設備等導入計画」を策定し、市に申請を行い、認定を受
けることで、税制支援や金融支援などの支援措置を活用することができます。なお、先端設備等については、「先端設備等導入計画」の認定後に取得することが必須となっていますので、ご注意ください。

○生産性を高めるための設備を取得した場合、固定資産税の
　軽減措置により税制面から支援（地方税法に基づき課税標
　準を３年間ゼロ〜１/ ２間で市町村の定める割合に軽減）
○計画に基づく事業に必要な資金繰りを支援（信用保証）
○認定事業者に対する一部の補助金における優先採択
　（審査時の加点）

令和９年3月31日までに土地又は家屋を取得したもの


